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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 16日 (2004.1.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
表 示 領 域 を 有 し 、 導 通 材 が 含 ま れ た シ ー ル 材 に よ っ て 貼 り 合 わ さ れ た 一 対 の 基 板 と 、
前 記 一 対 の 基 板 の う ち 一 方 の 基 板 に お い て 、 前 記 表 示 領 域 の 外 側 で 、 前 記 表 示 領 域 を 挟 ん
で 互 に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 第 １ の 配 線 引 出 し 領 域 と 第 ２ の 配 線 引 き 出 し 領 域 と 、
前 記 シ ー ル 材 と 第 １ の 領 域 に お い て 交 差 し 、 前 記 第 １ の 配 線 引 出 し 領 域 へ 延 び る 第 １ の 配
線 と 、
前 記 シ ー ル 材 と 第 ２ の 領 域 に お い て 交 差 し 、 前 記 第 ２ の 配 線 引 出 し 領 域 へ 延 び る 第 ２ の 配
線 と 、
前 記 第 １ の 領 域 に 対 し て 前 記 表 示 領 域 を 挟 ん で 対 向 す る 第 ３ の 領 域 に お い て 前 記 シ ー ル 材
と 交 差 す る 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 配 線 同 士 が 隣 り 合 い 、 前 記 第 ２ の 配 線 同 士 が 隣 り 合 っ て 設 け ら れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 配 線 と 第 ２ の 配 線 と は 交 互 に 並 ん で 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン が 前 記 シ ー ル 材 と 交 差 す る 面 積 は 、 前 記 第 １ の 領 域 に お い て 前
記 第 １ の 配 線 が 前 記 シ ー ル 材 と 交 差 す る 面 積 と ほ ぼ 等 し い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン は 、 前 記 第 １ の 領 域 内 に 存 在 す る 複 数 の 第 １ の 配 線 の 個 々 に 対
応 し た 位 置 に 形 成 さ れ た 直 線 状 の 複 数 の ダ ミ ー パ タ ー ン 要 素 の 集 合 に よ っ て 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
表 示 領 域 を 有 し 、 導 通 材 が 含 ま れ た シ ー ル 材 に よ っ て 貼 り 合 わ さ れ た 一 対 の 基 板 と 、
前 記 シ ー ル 材 が 延 伸 す る 方 向 に 前 記 シ ー ル 材 と 重 な っ て 延 伸 す る 配 線 と 、



前 記 配 線 が 前 記 シ ー ル 材 と 重 な る 領 域 の 少 な く と も 一 部 に 対 し て 前 記 表 示 領 域 を 挟 ん で 対
向 す る 第 １ の 領 域 に お い て 前 記 シ ー ル 材 と 交 差 す る 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン は 、 直 線 状 の 複 数 の ダ ミ ー パ タ ー ン 要 素 の 集 合 に よ っ て 形 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
液 晶 装 置 と 、 該 液 晶 装 置 を 収 容 す る 筐 体 と を 有 す る 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 液 晶 装 置 は 請
求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 し た 液 晶 装 置 に よ っ て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電
子 機 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 装 置 は 、 表 示 領 域 を 有 し 、 導 通 材 が 含 ま れ
た シ ー ル 材 に よ っ て 貼 り 合 わ さ れ た 一 対 の 基 板 と 、 前 記 一 対 の 基 板 の う ち 一 方 の 基 板 に お
い て 、 前 記 表 示 領 域 の 外 側 で 、 前 記 表 示 領 域 を 挟 ん で 互 に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 第 １
の 配 線 引 出 し 領 域 と 第 ２ の 配 線 引 き 出 し 領 域 と 、 前 記 シ ー ル 材 と 第 １ の 領 域 に お い て 交 差
し 、 前 記 第 １ の 配 線 引 出 し 領 域 へ 延 び る 第 １ の 配 線 と 、 前 記 シ ー ル 材 と 第 ２ の 領 域 に お い
て 交 差 し 、 前 記 第 ２ の 配 線 引 出 し 領 域 へ 延 び る 第 ２ の 配 線 と 、 前 記 第 １ の 領 域 に 対 し て 前
記 表 示 領 域 を 挟 ん で 対 向 す る 第 ３ の 領 域 に お い て 前 記 シ ー ル 材 と 交 差 す る 第 １ の ダ ミ ー パ
タ ー ン と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 構 成 の 液 晶 装 置 に よ れ ば 、 配 線 が シ ー ル 材 と 交 差 し 、 そ の 領 域 に 向 か い 合 う 部 分 の シ
ー ル 材 に お い て 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン が 交 差 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 構 成 に よ り 、 配 線 が シ ー ル 材 の 導 通 領 域 だ け を 横 切 る 構 造 の 従 来 の 液 晶 装 置 の 場 合 に
比 べ て 、 基 板 間 隔 、 す な わ ち セ ル ギ ャ ッ プ を 液 晶 パ ネ ル の 全 面 に わ た っ て 均 一 に 維 持 で き
、 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 品 質 を 高 く 維 持 で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 前 記 第 １ の 配 線 同 士 が 隣 り 合 い 、 前 記 第 ２ の 配 線 同 士 が 隣 り 合 っ て 設 け ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 。
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【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 前 記 第 １ の 配 線 と 第 ２ の 配 線 と は 交 互 に 並 ん で 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 液 晶 装 置 の 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン が 前 記 シ ー ル 材 と 交
差 す る 面 積 は 、 前 記 第 １ の 領 域 に お い て 前 記 第 １ の 配 線 が 前 記 シ ー ル 材 と 交 差 す る 面 積 と
ほ ぼ 等 し い こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ う す れ ば 、 シ ー ル 材 に 対 す る ダ ミ ー パ タ ー ン 側 の 面 積 状 況 と 配 線 側 の 面 積 状 況 と が 等 し
く な る の で 液 晶 パ ネ ル の セ ル ギ ャ ッ プ を よ り 一 層 均 一 に 維 持 で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン は 、 前 記 第 １ の 領 域 内 に 存 在 す る 複 数 の 第 １ の 配 線 の 個 々 に 対
応 し た 位 置 に 形 成 さ れ た 直 線 状 の 複 数 の ダ ミ ー パ タ ー ン 要 素 の 集 合 に よ っ て 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 構 成 し て も 、 シ ー ル 材 に 対 す る ダ ミ ー パ タ ー ン 側 の 面 積 状 況 と 配 線 側 の 面 積 状
況 と が 等 し く す る こ と が で き る の で 液 晶 パ ネ ル の セ ル ギ ャ ッ プ を よ り 一 層 均 一 に 維 持 で き
る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 こ の 場 合 、 ダ ミ ー パ タ ー ン は 対 向 す る 配 線 と ほ ぼ 等 し い 幅 を 持 つ よ う に 形 成 し て も
良 い 。
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【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 液 晶 パ ネ ル の セ ル ギ ャ ッ プ を よ り 均 一 に で き る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 一 対 の 基 板 の う ち 一 方 の 基 板 に ダ ミ ー パ タ ー ン を 設 け て い る が
、 必 要 に 応 じ て 他 方 の 基 板 の 適 切 な 位 置 に ダ ミ ー パ タ ー ン を 設 け て も 良 い 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 構 成 し て も 液 晶 パ ネ ル の セ ル ギ ャ ッ プ を よ り 均 一 に で き る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る 他 の 液 晶 装 置 は 、 表 示 領 域 を 有 し 、 導 通 材 が 含 ま れ た シ ー ル 材 に よ っ
て 貼 り 合 わ さ れ た 一 対 の 基 板 と 、 前 記 シ ー ル 材 が 延 伸 す る 方 向 に 前 記 シ ー ル 材 と 重 な っ て
延 伸 す る 配 線 と 、 前 記 配 線 が 前 記 シ ー ル 材 と 重 な る 領 域 の 少 な く と も 一 部 に 対 し て 前 記 表
示 領 域 を 挟 ん で 対 向 す る 第 １ の 領 域 に お い て 前 記 シ ー ル 材 と 交 差 す る 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー
ン と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
液 晶 装 置 に よ っ て は 、 配 線 が シ ー ル 材 の 外 側 に 形 成 さ れ る も の や 、 配 線 が シ ー ル 材 の 内 側
で あ っ て 表 示 領 域 の 外 側 に 形 成 さ れ る も の が あ る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
配 線 が シ ー ル 材 の 外 側 に 形 成 さ れ る 場 合 に は 、 配 線 が シ ー ル 材 と 重 な っ て 延 伸 す る 可 能 性
は 低 い と 考 え ら れ る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】

(4) JP 2003-149660 A5 2004.12.24



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ れ に 対 し 、 配 線 が シ ー ル 材 の 内 側 で あ っ て 表 示 領 域 の 外 側 に 形 成 さ れ る 場 合 に は 、 配 線
が シ ー ル 材 の 延 伸 す る 方 向 に 伸 び 、 か つ 配 線 と 重 な っ て 設 け ら れ る 可 能 性 が 高 い 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に 、 配 線 が シ ー ル 材 と 重 な る 場 合 、 そ の 領 域 に 向 か い 合 う シ ー ル 材 の 部 分 領 域 に
ダ ミ ー パ タ ー ン を 設 け れ ば 、 液 晶 パ ネ ル の 基 板 間 隔 、 す な わ ち セ ル ギ ャ ッ プ を 液 晶 パ ネ ル
の 全 面 に わ た っ て 均 一 に 維 持 で き 、 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 品 質 を 高 く 維 持 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 上 述 の 液 晶 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の ダ ミ ー パ タ ー ン は 、 直 線 状 の 複 数 の ダ ミ ー パ
タ ー ン 要 素 の 集 合 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の よ う に 構 成 し て も 、 シ ー ル 材 に 対 す る ダ ミ ー パ タ ー ン 側 の 面 積 状 況 と 配 線 側 の 面 積 状
況 と が 等 し く す る こ と が で き る の で 液 晶 パ ネ ル の セ ル ギ ャ ッ プ を よ り 一 層 均 一 に 維 持 で き
る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る 電 子 機 器 は 、 液 晶 装 置 と 、 該 液 晶 装 置 を 収 容 す る 筐 体 と を 有 す る 電 子
機 器 に お い て 、 前 記 液 晶 装 置 は 上 記 し た 構 成 の 液 晶 装 置 に よ っ て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 電 子 機 器 に よ れ ば 、 内 蔵 す る 液 晶 装 置 に お い て 、 液 晶 パ ネ ル の 基 板 間 隔 、 す な わ ち セ
ル ギ ャ ッ プ を 液 晶 パ ネ ル の 全 面 に わ た っ て 均 一 に 維 持 で き る 。
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【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 品 質 を 高 く 維 持 で き る の で 、 電 子 機 器 に 関 す る 情 報 を 常 に 鮮 明 に 視
認 で き る 。
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